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１
月
９
日
、
成
人
の
日
、
暖
か
い
気
候
の
中
、

第
14
回
蜂
ヶ
峯
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
ゴ
ル
フ
場
内
を
走
る
全
国
的

に
も
珍
し
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
７
７
８
名
の
エ
ン
ト
リ
ー

が
あ
り
、
遠
く
は
、
大
阪
市
よ
り
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
大
会
よ
り
、
コ
ー
ス
を
大
幅
に
変

更
し
、
以
前
の
大
会
と
比
べ
、
上
り
坂
が
中
心

の
コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
タ
ー
ト

を
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ゴ
ー
ル
を
管
理
棟
前
駐
車
場

と
し
ま
し
た
。
更
に
、
２
・
２
㎞
の
部
を
２
㎞

に
変
更
し
て
い
ま
す
。

　

開
会
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
重
本
正

明
体
育
協
会
会
長
が
、「
厳
し
い
コ
ー
ス
設
定
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
全
員
が
完
走
で
き
る
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
来

賓
を
代
表
し
て
古
木
哲
夫
町
長
が
、
参
加
者
に

歓
迎
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
、
和
木
中
学
校
２

年
生
の
神
杉
諒
太
君
の
力
強
い
選
手
宣
誓
で
大

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
ス
タ
ー
ト
の
た
め
、
周
辺

で
は
、
家
族
な
ど
多
く
の
人
が
声
援
を
送
る
中
、

10
時
30
分
、
古
木
町
長
が
ス
タ
ー
タ
ー
を
務
め

る
「
中
学
女
子
３
㎞
の
部
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

順
次
、
１
・
５
㎞
、
５
㎞
、
10
㎞
、
２
㎞
と
続

き
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
上
で
は
、
安
全
を
確
認
し
た
ス
タ
ッ

フ
が
、
選
手
の
通
過
に
精
一
杯
の
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

　

公
園
管
理
棟
前
で
は
、
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
の

た
め
の
お
も
て
な
し
と
し
て
和
木
町
婦
人
会（
西

田
敏
子
会
長
）、
和
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
（
吉
田
浅
美
会
長
）
に
よ
る
「
ぜ
ん
ざ
い
」

と
「
う
ど
ん
」
が
振
舞
わ
れ
、
疲
れ
た
身
体
を

温
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
有
志
に
よ
る
販
売

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
、
ラ
ー
メ
ン
や
豚
汁
な

ど
温
か
い
物
が
振
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
体
育
協
会
を
中
心
と
し
た
実

行
委
員
会
が
主
催
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
町
内
各
種
団
体
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
、
大
会

運
営
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

大
会
終
了
後
、
大
会
会
長
で
も
あ
る
重
本
体

育
協
会
会
長
は
、「
今
年
も
、
選
手
や
応
援
の
方

が
多
く
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
各
種
団

体
か
ら
多
く
ご
協
力
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
来
年
は
第
15

回
と
な
る
節
目
の
年
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
さ

ら
に
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
参
加
さ
れ
る
方
が
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

イ
ベ
ン
ト
等
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

選手宣誓　神杉諒太君

14
第

回
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伊藤　正志
（柳井市）
19分01秒

福﨑　穰司
（広島市）
19分26秒

三田　正年
（廿日市市）
19分29秒

槙本　　豊
（広島市）
21分36秒

村中　信一
（岩国市）
21分52秒

柿原　兼次
（和木町）
22分07秒

浜下　雷馬
（広島市）
7分08秒

山本龍之介
（東広島市）
7分30秒

藤田　和希
（広島県熊野町）
7分32秒

佐貫　優衣
（広島市）
11分17秒

田栗　咲希
（広島市）
11分23秒

兼藤　美桜
（広島市）
11分25秒

藤井　雄大
（広島市）
17分41秒

花守　朝哉
（東広島市）
18分04秒

井上　　亮
（周南市）
18分05秒

米澤　佳愛
（広島市）
25分34秒

中本　雅子
（岩国市）
25分54秒

志治　美恵
（広島市）
26分13秒

岡﨑　輝義
（美祢市）
18分21秒

寺西　弘泰
（東広島市）
18分29秒

一柳　祐二
（広島市）
19分25秒

丸平　裕美
（岩国市）
24分47秒

森　　美紀
（広島市）
25分53秒

髙延　綾弥
（広島市）
27分58秒

川本　晃司
（下関市）
17分31秒

熊谷　　純
（広島市）
17分36秒

藤原　哲男
（福山市）
18分33秒

井上登志絵
（光市）
46分00秒

江後圭以子
（廿日市市）
46分39秒

区 分

一般男子
10kmの部

吉岡　　徹
（岩国市）
33分34秒

長谷川和彦
（和木町）
34分46秒

石津　秀喜
（大竹市）
36分32秒

清水　初男
（広島市）
39分55秒

森江　信夫
（三原市）
40分41秒

河内　　一
（周南市）
43分30秒

弘中　秀明
（岩国市）
39分40秒

砂本　義文
（広島市）
40分13秒

島尾　　悟
（岩国市）
40分25秒

林田　昭浩
（岩国市）
36分58秒

鍋島　　孝
（廿日市市）
37分56秒

登根　健一
（廿日市市）
38分29秒

小田真理子
（防府市）
54分26秒

河平由加里
（岩国市）

1時間02分35秒

一般女子
10kmの部

40歳代男子
10kmの部

50歳代男子
10kmの部

60歳以上男子
10kmの部

中学生女子
3kmの部

小学6年男子
2kmの部

中学生男子
5kmの部

40歳以上女子
5kmの部

60歳以上男子
5kmの部

50歳代男子
5kmの部

40歳代男子
5kmの部

一般女子
5kmの部

一般男子
5kmの部

40歳以上女子
10kmの部

第 1位 第 2位 第 3位

浜下　音羽
（広島市）
6分02秒

福本　桃李
（東広島市）
6分41秒

近藤　花音
（岩国市）
7分13秒

浜下　音花
（広島市）
6分33秒
東広島TFC
（東広島市）
40分10秒
平田中野球部
（岩国市）

1時間39分21秒
広島三和A
（広島市）
57分12秒

吉本　侑生
（防府市）
7分17秒

里市　陽菜
（和木町）
7分56秒

川下中学校陸上部
（岩国市）

1時間40分21秒

和木中学校男子
（和木町）

1時間43分02秒
川下中学校陸上部
（岩国市）

1時間03分48秒

広島三和B
（広島市）

1時間04分08秒

ゆうスポーツクラブ
陸上少年団A（岩国市）
40分38秒

平田軟式スポーツ少年団
（岩国市）
41分32秒

河部　光莉
（岩国市）
9分25秒

窪田　　結
（岩国市）
9分27秒

田中　文音
（東広島市）
9分32秒

花守　　愛
（東広島市）
8分31秒

弘中　小雪
（岩国市）
8分54秒

龍野みどり
（岩国市）
9分05秒

髙原　実季
（東広島市）
8分12秒

柏原　真希
（東広島市）
8分35秒

武田　栞奈
（岩国市）
8分48秒

納　　　響
（東広島市）
8分03秒

江本　梨里
（下松市）
8分07秒

山田　美玖
（東広島市）
8分27秒

区 分

小学5年男子
２kmの部

古閑　　幹
（岩国市）
7分28秒

古閑　　樹
（岩国市）
7分42秒

奥原　雅之
（岩国市）
7分43秒

平岡　昇弥
（大竹市）
6分35秒

奥本　陽太
（防府市）
6分53秒

村上　　魁
（岩国市）
7分04秒

台信楓之介
（広島県熊野町）
5分54秒

岡田　唯楓
（岩国市）
6分05秒

岩井　寛征
（山陽小野田市）
6分11秒

山田　鷹也
（東広島市）
7分54秒

台信　風馬
（広島県熊野町）
8分10秒

佐々木良輔
（東広島市）
8分41秒

浜下　天馬
（広島市）
7分57秒

森脇　雄大
（岩国市）
8分16秒

山加　晃輔
（岩国市）
8分19秒

小学4年男子
２kmの部

小学3年男子
２kmの部

小学6年女子
２kmの部

小学5年女子
２kmの部

中学生女子
団体3kmの部

中学生男子
団体5kmの部

小学生団体
２kmの部

小学1年女子
1.5kmの部

小学2年女子
1.5kmの部

小学1年男子
1.5kmの部

小学2年男子
1.5kmの部

小学3年女子
２kmの部

小学4年女子
２kmの部

第 1位 第 2位 第 3位

※コース変更に伴い、１位を大会記録とする。
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１
月
８
日
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
新

春
恒
例
の
「
和
木
町
消
防
出
初
式
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
和
木
町
消
防
団
、

岩
国
地
区
消
防
組
合
中
央
消
防
署
東
出
張
所
、

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
麻
里
布
製
油

所
、
三
井
化
学
㈱
岩
国
大
竹
工
場
の
自
衛
消

防
隊
な
ど
、
約
１
４
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

屋
外
で
式
典
が
行
わ
れ
た
の
は
４
年
ぶ
り

の
こ
と
で
す
。
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
し
た
が
、

式
典
は
厳
か
に
進
み
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

古
木
町
長
は
「
昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
今
後
に
活
か
し
、

防
災
体
制
を
一
層
強
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
で
き
る
限
り
の
努
力
を
し
て
参
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
消
防

団
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、『
住
民

の
生
命
を
守
る
』
と
い
う
崇
高
な
使
命
の
も

と
、
今
後
益
々
ご
活
躍
い
た
だ
き
、
本
町
の

防
災
力
向
上
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

団
員
の
表
彰
に
続
き
、
新
入
団
員
の
紹
介

で
は
、
出
席
し
た
３
名
の
新
入
団
員
が
き
び

き
び
と
し
た
動
作
で
、
先
輩
団
員
た
ち
に
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
役
場
駐
車
場
で
一
斉
放

水
が
行
わ
れ
、
防
火
防
災
の
決
意
を
込
め
た

た
く
さ
ん
の
水
柱
が
、
冬
空
に
向
か
っ
て
力

強
く
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

役
場
議
会
棟
で
は
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
炊
き
出
し
が
振
る
舞
わ
れ
、

冷
え
た
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

■
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

〈
退
職
者
感
謝
状
〉

　

吉
岡　

勝
德
（
元
団
本
部
団
長
）

　

村
井　

達
雄
（
元
第
一
分
団
分
団
長
）

　

池
田　

尚
之
（
元
第
三
分
団
副
分
団
長
）

　

村
岡　

辰
浩
（
元
第
一
分
団
班
長
）

〈
功
績
章
〉

　

江
島　

一
義
（
第
三
分
団
分
団
長
）

〈
20
年
勤
続
章
〉

　

増
井　

幸
伸
（
第
一
分
団
部
長
）

　

村
田　

幸
彦
（
第
一
分
団
部
長
）

〈
10
年
勤
続
章
〉

　

森
本　

真
二
（
第
三
分
団
部
長
）

■
和
木
町
長
表
彰

〈
退
職
者
感
謝
状
〉

　

吉
岡　

勝
德
（
元
団
本
部
団
長
）

　

村
井　

達
雄
（
元
第
一
分
団
分
団
長
）

　

池
田　

尚
之
（
元
第
三
分
団
副
分
団
長
）

　

村
岡　

辰
浩
（
元
第
一
分
団
班
長
）

　

中
礒　

利
博
（
元
第
一
分
団
団
員
）

　

重
村　

正
志
（
元
第
二
分
団
団
員
）

〈
功
労
章
〉

　

山
縣　

直
喜
（
第
二
分
団
団
員
）

〈
35
年
勤
続
章
〉

　

天
羽　

正
人
（
団
本
部
団
長
）

〈
25
年
勤
続
章
〉

　

米
元　

俊
博
（
第
一
分
団
分
団
長
）

　

浦
野　

光
雄
（
第
一
分
団
団
員
）

〈
20
年
勤
続
章
〉

　

増
井　

幸
伸
（
第
一
分
団
部
長
）

　

村
田　

幸
彦
（
第
一
分
団
部
長
）

〈
15
年
勤
続
章
〉

　

江
島　

一
義
（
第
三
分
団
分
団
長
）

　

竹
林　

純
治
（
第
二
分
団
部
長
）

■
和
木
町
消
防
団
長
表
彰

　

出
先　

伸
英
（
第
三
分
団
班
長
）

　

森
本　

光
治
（
第
三
分
団
班
長
）

■
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

〈
功
労
章
〉

　

川
畑　
　

毅
（
第
一
分
団
副
分
団
長
）

■
新
入
団
員
紹
介

　

福
村　

正
樹
（
第
一
分
団
）

　

小
田　

竹
英
（
第
二
分
団
）

　

森
本　

達
矢
（
第
二
分
団
）

　

中
島　

和
也
（
第
三
分
団
）

　

西
田　

敏
脩
（
第
三
分
団
）

受
賞
さ
れ
た
方
々

受
賞
さ
れ
た
方
々

受
賞
さ
れ
た
方
々

※
敬
称
略

※
括
弧
内
は（
元
）所
属
分
団
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１
月
８
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

「
和
木
町
成
人
式
」
が
開
催
さ
れ
、
新
成
人
の
門

出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
、
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
92
名

（
男
性
50
名
、
女
性
42
名
）。
式
典
に
は
華
や
か

な
振
袖
や
凛
々
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
69
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
河
村
教
育
長
は
「
皆
さ
ん
の
日
々
の
営

み
が
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
受
け
継
ぎ
、
時
代
を

担
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
誇
り
を

も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
今
ま
で
以
上
に
、

有
意
義
に
送
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
太
田
教
育
委
員
長
か
ら
新

成
人
代
表
の
谷
口
萌
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
古
木
町
長
は
「
互
い
の
『
絆
』
を
確
か

め
合
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
『
絆
』
を
深

め
つ
つ
、
町
づ
く
り
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。『
ふ
る
さ
と
』
和
木
町
の

発
展
の
担
い
手
と
し
て
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
成
人
代
表
の
有
吉
良
哉
さ
ん
が
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
そ
の
後
、
町
民
憲
章
の
唱

和
が
本
田
功
輝
さ
ん
に
よ
り
力
強
く
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
記
念
写
真
撮
影
を
行
い
、
続

い
て
新
成
人
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
企
画
し
た

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
・
中

学
生
時
代
の
恩
師
や
旧
友
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会

で
、
互
い
の
近
況
報
告
や
懐
か
し
い
思
い
出
話
に

花
が
咲
き
、
会
場
は
終
始
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

成
人
式
で
決
意
を
新
た
に
し
た
和
木
町
の
新
成

人
は
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
胸
に
歩
み
出
し
ま

し
た
。

祝 決意胸に
69名の新成人が集う

　

私
た
ち
は
、
成
人
式
と
い
う
大
き
な
人
生
の

節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
か
ら
変
わ

り
ゆ
く
社
会
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
夢
や
希
望

を
持
っ
て
生
き
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
良
い

機
会
だ
と
感
じ
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
大
事
な

こ
と
は
、
仲
間
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
、

正
義
感
を
持
っ
て
、
よ
り
良
い
社
会
を
築
く
こ

と
の
出
来
る
人
間
に
な
る
よ
う
に
、
努
力
し
て

い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
20
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
決
し

て
自
分
一
人
だ
け
で
生
き
て
き
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
、
隣
に
座
っ
て
い
る
友
達
、
い

つ
も
傍
で
励
ま
し
て
く
れ
た
家
族
、
熱
心
に
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
な
ど
、
多
く
の

人
々
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
育
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
支
え
て
き
て
く
だ
さ
っ
た

人
た
ち
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
社
会
人
と
し
て

自
ら
の
言
動
に
責
任
を
も
っ
て
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
抜
粋
）お礼のことばを述べる有吉良哉さん

実
行
委
員
の
皆
さ
ん

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

4



中村スナヨ さん

得 能 尚 子 さん

たくさんお餅をついたよ

　

１
月
15
日
に
森
本
ヒ
サ
コ
さ
ん
が
、
１
月

28
日
に
中
村
ス
ナ
ヨ
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
満

90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
か
ら
長
寿

の
お
祝
い
と
し
て
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

森
本
さ
ん
、
中
村
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
健

康
に
は
十
分
に
気
を
付
け
て
、
い
つ
ま
で
も

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

5

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
話
題

人
権
擁
護
委
員
に
得
能
尚
子
さ
ん

ま
ち
の
話
題

山
口
県
と
県
内
19
市
町
「
災
害
時
応
援
協
定
」
を
締
結

　

１
月
１
日
付
で
、
得
能
尚
子
さ
ん
（
和
木

地
区
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
、必
要
な
助
言
を
行
な
っ
た
り
、

関
係
官
公
署
を
紹
介
す
る
な
ど
、
困
っ
て
い

る
方
が
正
し
く
権
利
を
使
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
手
助
け
を
し
ま
す
。

　

身
近
な
事
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の

ま
ち
の
話
題

幼
稚
園
と
保
育
所
で
餅
つ
き

　

１
月
20
日
、
幼
稚
園
、
保
育
所
で
そ
れ
ぞ

れ
餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
日
本
の
文
化

を
子
ど
も
た
ち
に
体
験
さ
せ
る
こ
と
、ま
た
、

地
域
の
方
々
と
の
触
れ
合
い
を
大
事
に
す
る

心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

幼
稚
園
は
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
さ
ん

に
、
保
育
所
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

の
皆
さ
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
お
世
話
し
て
い
た

だ
き
、
幼
稚
園
で
は
、
実
際
に
年
長
児
が
杵

を
持
ち
、
み
ん
な
で
力
い
っ
ぱ
い
お
餅
を
つ

き
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
す
。

①
結
婚
、
夫
婦
、
親
子
、
離
婚
、
相
続
な

ど
の
家
庭
内
の
も
め
ご
と

②
結
婚
、
就
職
な
ど
に
関
す
る
不
当
な
差
別

③
い
じ
め
、
体
罰
な
ど
に
よ
る
生
活
上
の

障
害

④
近
隣
間
の
生
活
騒
音
、
悪
臭
、
振
動
な

ど
に
よ
る
生
活
上
の
障
害

⑤
借
地
、
借
家
、
金
銭
貸
借
を
め
ぐ
る
不

当
な
要
求

⑥
民
事
、
家
庭
問
題
で
裁
判
を
受
け
た
く

て
も
、
費
用
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
と

き
の
法
律
扶
助
の
手
続
き
な
ど

　

無
料
相
談
を
文
化
会
館
で
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

　

１
月
12
日
、
山
口
県
と
県
内
19
市
町
が
、

豪
雨
や
地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
県
と

県
内
市
町
が
迅
速
か
つ
円
滑
な
応
援
を
行

え
る
よ
う
、
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

山
口
県
庁
で
行
わ
れ
た
調
印
式
に
県
町

村
会
会
長
と
し
て
古
木
町
長
が
出
席
し
、

県
市
長
会
会
長
の
井
川
市
長
（
下
松
市
）

と
と
も
に
、二
井
知
事
と
協
定
書
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

協
定
書
に
よ
る
応
援
の
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

●
災
害
応
援
に
必
要
な
職
員
の
派
遣

●
食
料
、
飲
料
水
及
び
生
活
必
需
品
の
提
供

●
避
難
及
び
収
容
施
設
並
び
に
住
宅
の
提

供
●
医
療
及
び
防
疫
に
必
要
な
資
機
材
及
び

物
資
の
提
供

●
そ
の
他
、
特
に
要
請
の
あ
っ
た
事
項

調
印
式
で
協
定
を
交
わ
し
た
二
井
知
事（
中
央
）と

古
木
町
長（
右
）・
井
川
市
長（
左
）



重岡良典校長先生
（和木小学校）

それぞれ一番良く書けた作品を持って記念撮影

児童らも大書に挑戦 !

ま
ち
の
話
題

学
校
保
健
連
合
会
表
彰

学
校
安
全
優
良
校
表
彰

ま
ち
の
話
題

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

ま
ち
の
話
題

第
四
回
新
春
書
初
め
会
・
展
示
会

　

１
月
12
日
に
、
学
校
保
健
連
合
会
よ
り
学

校
保
健
功
労
者
と
し
て
、
木
村
医
院
の
木
村

直
躬
先
生
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
山

口
県
教
育
委
員
会
よ
り
和
木
小
学
校
が
、
学

校
安
全
優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
村
先
生
は
、
長
年
に
わ
た
り
学
校
医
と

し
て
、
和
木
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
増
進
と

体
力
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
和
木
小
学
校
は
、
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
活
動
等
の
地
域
一
体
と
な
っ
た
学
校
安

全
の
推
進
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎

月
第
２
水
曜
日
の
17
時
30
分
か
ら
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

先
生
の
指
導
の
も
と
、
季
節
に
合
っ
た
花
を

自
分
の
感
性
で
挿
し
て
い
き
ま
す
。
先
生
の

見
本
を
コ
ピ
ー
し
て
も
我
流
で
も
個
性
の
あ

る
可
愛
い
作
品
が
仕
上
が
り
ま
す
。
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
初
め
て
の
方
で
も
１
時
間
程

度
で
完
成
し
ま
す
。
家
に
飾
る
と
と
て
も
心

が
癒
さ
れ
ま
す
。

　

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

次
回
開
催
日
時
▼
２
月
８
日
　

17
時
30
分
〜

費
　

用
▼
２
，
０
０
０
円
（
花
代
、
指
導
料
）

※

前
日
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

花
切
用
は
さ
み
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場
・
予
約
・
問
合
せ
▼

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

　

１
月
７
日
、
文
化
協
会
主
催
の
新
春
書
初

め
会
を
和
木
中
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
大
書
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
全
国
的

に
も
有
名
な
広
島
県
立
五
日
市
高
校
書
道
部

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
大
書
の
披
露
や
39
名

の
参
加
児
童
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、
例

年
に
な
く
一
般
の
お
客
さ
ん
も
見
学
に
訪
れ

る
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
行
な
っ
た
五
高
書
道
部
の
大
書
で

は
、
揃
い
の
白
い
胴
着
に
紺
色
の
袴
、
そ
し

て
身
を
引
き
締
め
る
真
紅
の
襷
姿
の
部
員
た

ち
が
、
横
６
ｍ
×
縦
３
ｍ
半
の
大
紙
の
前
に

正
座
し
「
お
願
い
し
ま
す
。」
と
一
礼
、
部

員
の
弾
く
三
味
線
の
音
に
合
わ
せ
、
力
強
く

か
つ
流
れ
る
よ
う
に
大
筆
を
這
わ
せ
ま
し

た
。「
は
い
。」
と
い
う
掛
け
声
と
と
も
に
掲

げ
ら
れ
た
大
紙
に
は
、
干
支
で
あ
る
天
に
昇

る
龍
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
書
が
現
れ
、
観
客
か

ら
は
、
感
嘆
の
声
と
と
も
に
大
き
な
拍
手
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

次
の
書
初
め
で
は
、
児
童
二
人
に
一
人
の

部
員
が
付
き
、
優
し
く
丁
寧
に
熱
心
に
指
導

し
て
く
だ
さ
り
、短
い
時
間
の
中
で
し
た
が
、

児
童
た
ち
の
文
字
は
目
に
見
え
て
分
か
る
程

上
達
し
、
児
童
た
ち
の
吸
収
力
と
部
員
た
ち

の
指
導
力
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
ば
れ
た
児
童
た
ち
が
大
書
に
挑

戦
し
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
経
験
に
た
め
ら

い
な
が
ら
も
、
次
第
に
気
分
も
乗
り
、
筆
も

滑
ら
か
に
動
か
し
始
め
、
力
強
い
作
品
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
品
は
、
１
月
21
日
か
ら
29
日
ま

で
、
美
術
館
に
展
示
し
ま
し
た
。

（
和
木
町
文
化
協
会
）

6

木村直躬先生
（木村医院）
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おもてなし
ボランティア
おもてなし
ボランティア
おもてなし
ボランティア

　

１
月
９
日
、
恒
例
の
蜂
ヶ
峯
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
が
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
を
メ
イ
ン
コ
ー

ス
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
ち
ら
も
毎
年
ご
協
力
く
だ
さ
る
町

子
連
（
吉
田
浅
美
会
長
）
と
婦
人
会
（
西
田
敏
子

会
長
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
う
ど
ん
と
ぜ
ん
ざ
い

の
無
料
配
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
走
り
終
え
た
選

手
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
団
体
と
し
て
、
地
域
貢
献
も
活
動
の
軸
に
据
え
る
、
和
木
町

の
力
強
い
応
援
団
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

県
の
社
会
教
育
・
文
化
財
課
で

は
、
少
子
化
や
核
家
族
化
等
社
会
環

境
の
変
化
に
伴
い
、
家
庭
や
地
域
の

教
育
力
低
下
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の

育
ち
へ
の
影
響
が
深
刻
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
に
お

け
る
親
の
役
割
を
見
直
し
、
望
ま
し

い
家
庭
教
育
の
実
践
へ
向
け
て
の
気

運
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
や
社

会
全
体
で
支
え
合
う
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
家
庭
教
育

の
充
実
に
向
け
て
次
の
４
つ
の
事
項

を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　

○
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着

　
○
家
族
が
ふ
れ
あ
う
機
会
づ
く
り

　
○
お
手
伝
い
の
定
着

　
○
父
親
の
家
庭
教
育
参
加

　

そ
し
て
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
、
本
を
読
ん

で
外
遊
び
、
み
ん
な
仲
良
く
今
日
も
元
気
」
を
掲
げ
、
家
庭
教
育
の

大
切
さ
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

社
会
教
育
・
文
化
財
課
「
家
庭
の
元
気
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

サ
イ
ト
に
は
、『
親
と
子
の
や
く
そ
く
カ
レ
ン
ダ
ー
』
や
『
「
家
庭
で

の
お
手
伝
い
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
』
な
ど
情
報
が
満
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
▼

http://w
w
w
.pref.yam

aguchi.lg.jp/cm
s/a50400/kateikyouiku/

kateinogenki.htm
l

家
庭
の
元
気
応
援
キ
�
ン
ペ
�
ン
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森村誠一著
堂場瞬一著
五木寛之著

山崎ナオコーラ著
楡周平著
藤田宜永著
宇江佐真理著

新野剛志著
笹本稜平著

ダニエル・アラルコン著　藤井光訳

くすのきしげのり原作　いもとようこ文・絵

かわばたひろと作　高畠那生絵
富安陽子作　山村浩二絵

　
京極夏彦作　町田尚子絵　東雅夫監修

村上しいこ作　田中六大絵

ルドウィッヒ・ベーメルランス作・絵　江國香織訳
山崎亮一作　こどもくらぶ編

佐治晴夫著

イザボー・S・ウィルス著・杉田七重訳

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

＜CD＞
☆OVER THE RAINBOW／倉木麻衣
☆SONGBOOK／アンジェラ・アキ
☆ファンキーモンキーベイビーズ４／
　　　　　　　　　FUNKY MONKEY BABYS
☆言葉にできない／小田和正
☆ソナポケイズム2～あなたのうた～／ソナーポケット
☆LOVE SONGS／清木場俊介
☆１９６９／由紀さおり＆ピンク・マルティーニ
☆ラブ・ソングス／シェネル
☆ＥＸＩＬＥ ＪＡＰＡＮ／EXILE ATSUSHI Solo
☆五木ひろし全曲集２０１２

＜一般書＞
『南十字星の誓い』
『歪』
『親鸞　激動篇　上・下』
『私の中の男の子』
『羅針』
『探偵・竹花　再会の街』
『酒田さ行ぐさげ　日本橋人情』

『素人がいっぱい　ラブホリックの事件簿』

『所轄魂』
『ロスト・シティ・レディオ』

＜児童書・絵本＞
『ゆきのひ』

『さんすううちゅうじん　あらわる！』

『妖怪一家　九十九さん』　
『いるの　いないの』

『給食室の日曜日』
『ハンガーブルグ伯爵のおはなし』

『食料自給率を考える』
『14歳のための時間論』
『ほんとうのフローラ　上・下　』

2月の休館日

6
13

1
8
15

20

2
9
16

3
10

4
11
1812

19
26 27 28 29

7
14

22 23 24 2521
17

5

8

日　時　２月１８日（土）
　　　　１０時３０分～１１時
　　　　おはなし会サークル
　　　　「ゆびとま」
対象者　幼児・小学生
場　所　図書館絵本のコーナー
問合せ　図書館（☎５４－０２２２）

おはなし会

　図書館の資料は町民の皆さまの貴重な財産です。
　館内資料の無断持出し、切り取り、書き込みは絶
対にしないでください。
　また、貸出資料の長期延滞等がないように、図書
館を利用される皆さん一人一人が図書館利用の際の
ルールを守っていただきますよう、
お願いいたします。

図書館利用について

図書館からのお願い図書館からのお願い



●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

実施期間　２月２９日㈬まで

※６０歳以上６５歳未満の方でも、心臓､腎臓または呼吸
器の機能障害で身体障害者手帳１級程度の障害のある
方、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日
常生活が不可能な程度の障害のある方は接種できます。

問 合 せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）
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●
血
圧

　

寒
さ
を
感
じ
た
り
冷
た
い
水
に
触
れ
る

と
、
思
わ
ず
身
が
縮
ま
り
ま
す
よ
ね
。
か
ら

だ
は
一
定
の
体
温
を
保
と
う
と
す
る
た
め
、

冷
た
い
空
気
に
触
れ
て
い
る
範
囲
を
少
な
く

し
よ
う
と
す
る
の
で
す
。
血
管
も
同
じ
よ
う

に
縮
ま
り
、
血
管
に
か
か
る
圧
力
が
通
常
よ

り
も
大
き
く
な
る
こ
と
が
、
冬
に
血
圧
が
上

が
る
原
因
で
す
。
普
段
か
ら
血
圧
が
高
め
の

方
、
高
齢
の
方
は
、
急
激
な
温
度
変
化
に
身

を
さ
ら
さ
な
い
よ
う
、
気
温
差
の
あ
る
場
所

（
屋
内
か
ら
屋
外
、
暖
房
の
き
い
た
居
間
か

ら
ト
イ
レ
な
ど
）へ
の
移
動
は
上
着
を
着
る
、

手
袋
や
マ
フ
ラ
ー
、
靴
下
な
ど
で
か
ら
だ
を

冷
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必

要
で
す
。

●
睡
眠

　

足
先
が
冷
え
て
な
か
な
か
眠
り
に
つ
く
こ

と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

健
康
な
人
の
体
温
は
、
１
日
に
１
度
ほ
ど

上
下
し
ま
す
。
体
温
が
下
が
る
時
間
帯
は
眠

り
に
つ
き
や
す
く
、
体
温
が
上
が
る
時
間
帯

は
眠
り
に
つ
き
に
く
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。

冬
場
に
心
地
よ
く
眠
り
に
つ
く
に
は…

●
就
寝
時
間
に
合
わ
せ
て
入
浴
す
る

　

体
温
が
高
い
状
態
か
ら
低
く
な
る
過
程
で

眠
気
が
お
と
ず
れ
る
は
た
ら
き
を
利
用
し
、

布
団
に
入
る
予
定
時
刻
を
考
え
て
入
浴
す
る

と
ス
ム
ー
ズ
に
眠
り
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
入
浴
後
は
体
温
が
上
が
っ
て
い
る
た
め

薄
着
で
も
平
気
に
感
じ
ま
す
が
、
体
を
冷
や

さ
な
い
よ
う
に
上
着
を
羽
織
り
ま
し
ょ
う
。

●
足
元
を
温
め
る

　

足
に
は
た
く
さ
ん
の
血
管
が
あ
り
ま
す
。

湯
た
ん
ぽ
な
ど
で
足
元
を
温
め
る
と
、
血
行

が
よ
く
な
り
か
ら
だ
が
温
ま
り
ま
す
。

　

季
節
に
関
係
な
く
、
夜
に
強
い
光
を
浴
び

る
と
睡
眠
ホ
ル
モ
ン
の
メ
ラ
ト
ニ
ン
が
減
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
就
寝
前
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
た
り
、
携
帯
電
話
の
操
作

な
ど
は
極
力
避
け
る
こ
と
も
ス
ム
ー
ズ
な
入

眠
の
た
め
に
大
切
で
す
。

インフルエンザ予防接種

 「食べること」「人と話をすること」・・・、何気なく
日々繰り返していることが、歯が悪くなると、こんなにも
大変なことだったかと思い知らされる、そんな経験をした
ことはありませんか。それだけでなく、歯の健康は全身に
影響があることも学習しましょう。
　ぜひ、ご参加ください。
日　時　２月２９日㈬　１３時３０分～１５時
講　師　杜本歯科医院院長　杜本一治先生
会場・問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

健康づくり講演会『あなたを守る歯の健康』

　子育て中の方同士で、おしゃべりしながら、
お子さまランチをつくってみませんか？

日　　時　３月２日㈮
　　　　　９時３０分～１３時
場　　所　保健相談センター
内　　容　食事についてのお話・情報交換
　　　　　調理実習
　　　　　～ヘルシー☆お子さまランチ～
対 象 者　おおむね２～３歳児とその保護者
食材料費　５００円程度
持ってくる物　母子健康手帳･エプロン･
　　　　　　　手拭タオル･ふきん
※お子さんが使い慣れているスプーンや箸、エプ
ロン等があれば、ご準備ください。

申 込 み　保健相談センター（☎５２－７２９０）

◆２月２４日が申込期限ですが、それまでに１０
組の申込みがあった場合は、締め切らせていた
だきます。

◆食物アレルギー等がある場合は、申込みの際に
お申し付けください。

寒
さ
と
健
康

　
　
　
（
血
圧
、
睡
眠
）

食児幼 教 室

対　　　象　　　者
中学３年生と高校３年生の希望者
６５歳以上の希望者※
６５歳以上の生活保護世帯※

自己負担額
無料
１，０５０円
無料



　おすすめメニューはアイ・キャン
でも放送しています。ご覧ください。

ⓐ

●作り方
①下準備
たまねぎ、にんじん…みじん切りに
する。
耐熱容器に入れ、ラップをかけてレ
ンジで加熱しておく。
さやいんげん…茹でる。小さく切る。
卵…茹でておく。殻をむいて、小麦
粉をふっておく。
ⓐ…あんを作る。小鍋に入れて、混
ぜる。とろみがつくまで弱火で加熱
する。
②混ぜる
ボウルに、ひき肉、たまねぎ、にん
じん、いんげん、塩、こしょう、片
栗粉を入れて、粘りが出るまで、よ
く混ぜる。
③包み焼く
アルミホイルに②をのせる。１５㎝
×１５㎝程度に四角くのばす。茹で
卵をのせて、のり巻きのように巻い
て包む。
１８０度に熱しておいたオーブンに
入れ、３０分程度焼く。（途中裏返す）
人数分に切り分ける。ⓐのあんをか
けて、いただく。
（1人分エネルギー120キロカロリー）

鶏ひき肉のヘルシーミー
トローフです。おもてな
し料理にもいいですよ。
（和木町食生活改善
        推進協議会　３班）

鶏ひき肉………………150g
たまねぎ………………50g
にんじん………………30g
さやいんげん……3本程度
塩………………小さじ1/3
こしょう………………少々
片栗粉……………小さじ2
卵………………………2個
小麦粉……………小さじ2
アルミホイル…………適宜
　薄口しょうゆ……小さじ1
　みりん…………小さじ1
　酒………………大さじ1
　水………………大さじ2
　片栗粉…………小さじ1/2
　こしょう……………少々

チキンミートローフ

行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）
赤ちゃんのつどい（離乳食）★
プレイルーム
プレイルーム

すくすく計測相談会
健康づくり講演会
プレイルーム
幼児食教室★
健康相談

元気アップ教室★
プレイルーム
健康相談

プレイルーム

9：30～ 13：00
10：00～ 15：00
10：00～ 15：00
13：30～ 14：30
13：30～ 15：00
10：00～ 15：00
9：30～ 13：00
9：30～ 10：30
10：00～ 13：00
10：00～ 15：00
9：30～ 10：30
10：00～ 15：00

保健相談センター

体育センター

保健相談センター
　

体育センター
保健相談センター

2月16日㈭

23日㈭

29日㈬
3月  1日㈭

2日㈮
5日㈪
7日㈬
8日㈭

15日㈭

　★は申込みが必要です。

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方

おおむね2～3歳児とその保護者の方
一般の方
一般の方

乳幼児とその保護者の方
一般の方

乳幼児とその保護者の方

元気アップ教室
●お食事編
日　時　３月７日㈬　１０時～１３時
内　容　メタボ予防の食事
準　備　エプロン、三角巾、ふきん、
　　　　材料費３００円
申込み　２月２９日㈬まで
　　　　※定員１０名
会場・問合せ　保健相談センター

（☎５２－７２９０）

（2月16日～3月15日）

主な活動内容　健康や子育てに関する
　　　　　　　イベント活動・広報
（例）
●すくすく計測相談会で子どもさんの見
守りや場の提供
●２歳児歯科健診でむし歯予防普及活動

応募方法　3 月 16 日㈮までにお申し出くだ
さい。

応募・問合せ　母子保健推進協議会事務局
　　　　　　　（保健相談センター内）

（☎５２－７２９０）

イベントや広報を通して、

　　同じ地域に暮らしている方の

　　　子育てを応援しませんか？

母推さん募集！
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　 　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

（材料４人分）
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日
　

時
▼
２
月
16
日
㈭
　

10
時
〜
12
時

場
　

所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日
　

時
▼
３
月
９
日
㈮
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日
　

時
▼
毎
月
第
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
▼
い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
１
５
２
５
）

日
　

時
▼
２
月
21
日
㈫
　

10
時
〜
12
時

場
　

所
▼
町
民
相
談
室

弁
護
士
▼
白
木
健
太
朗
弁
護
士

受
　

付
▼
２
月
16
日
㈭
ま
で
（
先
着
５
名
）

お
願
い
▼

●
相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

●
当
日
は
資
料
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

　

宮
崎
県
に
お
け
る
口
蹄
疫
や
、
全
国
各
地

で
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

を
踏
ま
え
て
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
が
改
正

さ
れ
、
家
畜
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
回
、
飼

養
し
て
い
る
家
畜
の
頭
羽
数
及
び
飼
養
衛
生

管
理
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
小
規
模
飼
養
者
は
家
畜
の
種
類
と

頭
羽
数
の
み
の
報
告
に
な
り
ま
す
。

報
告
期
限
▼
３
月
10
日
㈯

報
告
場
所
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

報
告
様
式
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

※
農
林
水
産
省
の
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
改

正
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
２
１
９
４
）

精
神
保
健
相
談

心
配
ご
と
相
談

行

政

相

談

町
内
無
料
法
律
相
談

和
木
町
「
面
接
相
談
」

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

11

　

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な

ど
で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な

る
な
ど
、
お
子
さ
ま
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ

い
て
お
答
え
す
る
た
め
、
臨
床
心
理
士
に
よ

る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
　

象
▼
小
・
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
、

幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員
、
幼
児
を
持
つ

保
護
者

日
　

時
▼
２
月
14
日
㈫
　

14
時
〜
17
時

場
　

所
▼
文
化
会
館
２
階
商
工
指
導
室

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

県
内
の
中
小
企
業
で
働
く
方
の
た
め
の
共

済
制
度
で
す
。

　

月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
死
亡
、
障
害
、

入
院
、住
宅
災
害
な
ど
保
障
し
、結
婚
、出
産
、

銀
婚
、
小
・
中
・
高
校
入
学
祝
い
金
も
給
付

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
国
宿
泊
施
設
宿
泊
の
助
成
や

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
受
診
の
助
成
も
あ

り
ま
す
。

対
　

象
▼
県
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ

る
中
小
企
業
の
勤
労
者
で
、
契
約
発
効
日
の

前
日
に
健
康
な
方

掛
　

金
▼
１
型
４
５
０
円
〜
４
型
２
，
０
０

０
円
（
月
額
）

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

各
種
お
知
ら
せ

貸
付
対
象
▼
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
備
え
て

い
る
中
小
企
業
勤
労
者

⑴
県
内
に
居
住
し
、
同
一
事
業
所
に
１
年
以

上
勤
続
し
て
い
る
方

⑵
市
町
税
を
完
納
し
て
い
る
方

⑶
資
金
使
途
が
明
確
な
方

貸
付
条
件
▼

償
還
方
法
▼
元
利
均
等
月
賦
償
還
（
元
金
償

還
額
の
30
％
以
内
で
の
ボ
ー
ナ
ス
併
用
可
）

債
務
保
証
▼
㈳
日
本
労
働
者
信
用
基
金
協
会

の
債
務
保
証
（
要
保
証
料
）

申
込
先
▼
中
国
労
働
金
庫
（
貸
付
け
に
当
た

っ
て
は
、
中
国
労
働
金
庫
の
審
査
が
あ
り
ま

す
。）

問
合
せ
▼
県
労
働
政
策
課

（
☎
０
８
３
ー
９
３
３
ー
３
２
１
０
）

山
口
県
・
市
町
中
小
企
業
勤
労
者

小
口
資
金
貸
付
制
度

す
べ
て
の
家
畜
の
一
頭
、
一
羽
か
ら
の

報
告
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

中
小
企
業
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

資　金　名 貸　付
限度額 貸付期間 貸付

利率

大学教育資金

育 児・介 護
休 業 資 金
冠 婚 葬 祭・
療 養 資 金

生活向上資金

災 害 資 金

300万円

100万円 

100万円

100万円 

100万円

10年以内

10年以内

10年以内

10年以内

10年以内

年2.0％

年2.0％

年2.0％

年2.0％

年2.0％



　

瀬
田
４
丁
目
わ
き
あ
い
あ
い
苑
隣
の
「
ふ

れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
」
で
は
、
障
害
を

も
た
れ
る
方
の
社
会
的
活
動
や
生
活
面
で
の

自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
定
期
的
な
パ
ン
の

製
造
、
販
売
や
さ
ま
ざ
ま
な
軽
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

通
っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
楽
し
く
に
ぎ
や

か
に
作
業
を
さ
れ
て
お
り
、「
ク
ロ
ー
バ
ー

に
来
る
の
が
楽
し
み
で
、
毎
日
で
も
通
い
た

い
。」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

作
業
日
時
▼
毎
週
月
、
水
、
木
曜
日

　
　
　
　
　

（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

場
　

所
▼
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー

対
　

象
▼
障
害
を
も
っ
た
方

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

会
員
に
な
っ
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

条
　

件
▼
町
内
に
在
住
し
、
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
方

年
会
費
▼
４
，
０
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
）

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

●
屋
内
で
の
軽
作
業

●
大
工
仕
事
、
左
官
仕
事
、
塗
装

●
管
理
、
守
衛
、
宿
直

●
庭
木
剪
定
、
刈
込
み
、
消
毒

●
そ
の
他

問
合
せ
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
53
ー
８
０
５
５
）

受
付
期
間
▼
２
月
10
日
㈮
ま
で

受
付
場
所
▼
新
規
入
所
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

に
て
受
付
。
継
続
入
所
は
和
木
保
育
所
で
も

受
付
け
ま
す
。

入
所
資
格
▼
児
童
の
父
母
、
同
居
の
親
族
及

び
児
童
の
養
育
を
さ
れ
て
い
る
方
等
が
、
就

業
、
病
気
等
の
理
由
で
児
童
の
保
育
が
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

必
要
な
も
の
▼

●
保
育
所
入
所
申
込
書

●
保
育
が
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

※
入
所
申
込
書
等
の
書
類
は
住
民
サ
ー
ビ
ス

課
、
和
木
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。

●
父
母
等
の
平
成
23
年
中
の
所
得
が
わ
か
る

書
類
（
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書
の

写
し
な
ど
）

※
期
限
内
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
後
日

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
所
決
定
▼
３
月
上
旬
（
予
定
）

※
３
歳
以
上
は
、
幼
稚
園
で
教
育
・
保
育
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
保
育
所
は
平
成
21
年

４
月
２
日
以
降
に
出
生
さ
れ
た
乳
幼
児
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

こ
ど
も
担
当
室（
☎
52
ー
２
１
９
４
）

　

こ
の
制
度
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設
の
促

進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た

方
、
ま
た
は
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入

し
た
方
で
、
そ
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら

借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に

対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
利
用
者
募
集

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

介
護
予
防
講
演
会

保
育
所
入
所
児（
０
〜
２
歳
児
）
募
集
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こ
の
カ
ー
ド
は
、
e
ー
T
a
x
に
よ
る

確
定
申
告
な
ど
で
利
用
す
る
公
的
個
人

認
証
・
電
子
申
請
制
度
で
電
子
証
明
書

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
写

真
つ
き
の
カ
ー
ド
は
役
場
、
銀
行
等
で

の
本
人
確
認
の
公
的
証
明
書
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

　

大
き
さ
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
程
度

の
大
き
さ
で
、
写
真
付
き
と
写
真
な
し

の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

申
請
の
流
れ
▼

⑴
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
で
申
請
書
に

記
入
し
て
い
た
だ
き
、
本
人
確
認
を

行
っ
た
後
、
手
数
料
５
０
０
円
を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
申
請
か
ら
約
２
週
間
後
に
「
交
付
通

知
兼
回
答
書
」
を
本
人
の
住
所
宛
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、「
交
付
通
知
兼

回
答
書
」
に
署
名
、
押
印
し
住
民
サ

ー
ビ
ス
課
窓
口
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

⑶
交
付
時
に
暗
証
番
号
（
４
桁
の
数
字
）

を
設
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

【
注
意
】
有
効
期
限
は
10
年
間
で
す
が
、

和
木
町
か
ら
転
出
す
る
と
和
木
町
で
発

行
し
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
使
用

で
き
な
く
な
る
の
で
、
転
出
先
で
新
た

に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
24
年
７
月
か
ら
は
、
転

出
先
で
も
使
用
可
能
と
な
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
２
１
９
４
）

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
つ
い
て

て
、
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼
人
の
居
住

用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼
新
築
住
宅
の
建
設

ま
た
は
購
入
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
償
還

金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年
額
上

限
６
万
円
）
を
居
住
を
開
始
し
た
月
か
ら
60

ヵ
月
間
補
助
し
ま
す
。

※
居
住
開
始
後
に
、
償
還
を
開
始
し
た
場
合

は
、
償
還
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
ヵ
月
間

に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
居
住
開
始
か
ら
２
ヵ
月
以
内

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
都
市
建
設
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
２
１
９
７　

内
線
４
１
２
）

今
日
か
ら
実
践
！
健
康
寿
命
を
の
ば
す
５
つ

の
ヒ
ン
ト
〜
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
カ
ン
タ
ン

椅
子
体
操
〜

　

元
気
に
年
を
重
ね
て
い
く
た
め
に
は
、
し

な
や
か
な
体
と
筋
力
維
持
が
大
切
で
す
。

　

毎
日
家
で
続
け
ら
れ
る
椅
子
に
座
っ
た
体

操
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

日
　

時
▼
２
月
21
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

講
　

師
▼
健
康
運
動
指
導
士
　

嘉
屋
早
百
合

（
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
．
や
ま
と
）

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
１
９
６
）



予
備
自
衛
官
補
募
集

応
募
資
格
▼

一
般
：
18
歳
以
上
34
歳
未
満

技
能
：
18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ

53
〜
55
歳
未
満
（
技
能
と
は
、
衛
生
・
語
学
・

建
築
・
整
備
資
格
等
保
有
者
）

受
付
期
間
▼
４
月
４
日
㈬
ま
で

試
験
日
▼
４
月
13
日
㈮
〜
16
日
㈪
の
い
ず
れ

か
１
日

制
　

度
▼
５
日
間
の
教
育
訓
練
を
段
階
的

に
、一
般
に
つ
い
て
は
３
年
以
内
に
50
日
間
、

技
能
に
つ
い
て
は
２
年
以
内
に
10
日
間
、
そ

れ
ぞ
れ
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
訓

練
参
加
に
対
し
、
日
額
７
，
９
０
０
円
の
手

当
及
び
別
途
交
通
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

応
募
資
格
▼

一
般
・
技
術
：
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

（
22
歳
未
満
は
、
大
卒
者
〔
見
込
み
含
む
〕）

大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
（
見
込
み
）
は
28

歳
未
満

受
付
期
間
▼
４
月
27
日
㈮
ま
で

一
次
試
験
日
▼
５
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰
（
13

日
は
飛
行
要
員
の
み
）

入
　

隊
▼
平
成
25
年
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上

旬問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国

地
域
事
務
所
（
☎
23
ー
１
５
８
０
）

■
山
口
県
最
低
賃
金
　
　
　
　

６
８
４
円

※
平
成
23
年
10
月
６
日
〜

■
産
業
別
最
低
賃
金

鉄
鋼
業
な
ど
製
造
業
　
　
　
　

８
１
３
円

電
気
機
械
器
具
な
ど
製
造
業
　

７
４
２
円

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
　
　

７
８
８
円

※
平
成
23
年
12
月
15
日
〜

百
貨
店
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
　
　

７
１
０
円

※
平
成
21
年
12
月
15
日
〜

問
合
せ
▼
岩
国
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

日
　

時
▼
２
月
９
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

場
　

所
▼
柳
井
ク
ル
ー
ズ
ホ
テ
ル

対
象
者
▼
現
在
求
職
中
の
一
般
の
方
・
平
成

24
年
３
月
卒
業
予
定
の
学
生
（
大
学
・
短
大
・

高
専
・
専
修
学
校
）

参
加
企
業
▼
県
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
正
社

員
も
し
く
は
常
用
雇
用
を
予
定
し
て
い
る
企
業

※
Ｙ
Ｙ
ジ
ョ
ブ
サ
ロ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.joby.jp

）に
掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
ー
９
７
６
ー
１
１
４
５
）

日
　

時
▼
２
月
23
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

場
　

所
▼
サ
ン
ト
ピ
ア
大
竹
３
階

演
　

題
▼『
知
っ
て
得
す
る
健
康
管
理
』

　

薬
剤
師
・
栄
養
士
・
理
学
療
法
士
・
検
査

技
師
が
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
立
場
か
ら
健
康
に

つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

参
加
料
▼
無
料
　

※
予
約
不
要

問
合
せ
▼
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
57
ー
７
１
８
３
　

内
線
２
１
４
０
）

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

自

衛

官

募

集

ジ
ョ
ブ
・
フ
ェ
ア
in
柳
井

13

広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー

第
４
回
市
民
公
開
講
座

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

日
　

時
▼
３
月
18
日
㈰
　

９
時
〜

場
　

所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

種
　

目
▼
一
般
男
子
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
級
複

　
　
　
　

一
般
女
子
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
級
複

　
　
　
　

中
学
生
複
合
の
部

　
　
　
　

小
学
生
複
合
の
部

　
　
　
　

親
子
複
合
の
部
（
小
学
生
以
下
）

試
合
方
法
▼
リ
ー
グ
戦
ま
た
は
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦

参
加
資
格
▼
町
内
在
住
、
在
勤
、
町
体
育
協

会
会
員

参
加
料
▼
一
般
・
高
校
生
　

３
０
０
円
／
人

　
　
　
　

小
・
中
学
生
　
　

１
０
０
円
／
人

申
込
期
限
▼
３
月
９
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
８
１
１
）

（
　

52
ー
９
１
４
９
）

日
本
舞
踊
藤
間
流
　

藤
間
勘
三
津
社
中

日
　

時
▼
２
月
12
日
㈰
　

12
時
30
分
〜

場
　

所
▼
文
化
会
館

入
場
料
▼
無
料

問
合
せ
▼
文
化
協
会
（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

発
掘
さ
れ
た
や
ま
ぐ
ち

　

〜
埋
蔵
文
化
財
巡
回
展
〜

期
　

間
▼
２
月
４
日
㈯
〜
27
日
㈪

　
　
　
　

10
時
〜
17
時

展
示
内
容
▼
県
内
で
発
掘
さ
れ
た
土
器
や
石

器
な
ど

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
　

時
▼
２
月
11
日
㈷

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

場
　

所
▼
文
化
会
館
１
階
講
習
室

講
　

師
▼
石
井
龍
彦
（
山
口
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
事
業
課
主
査
）

受
講
料
▼
無
料

内
　

容
▼

①
埋
蔵
文
化
財
の
概
要
に
つ
い
て

②
県
内
の
埋
蔵
文
化
財
の
一
覧

③
美
術
館
の
展
示
会
場
に
て
説
明
会

和
木
地
域
の
古
文
書
展

　

〜
こ
の
町
の
か
た
ち
が
で
き
る
ま
で
〜

期
　

間
▼
３
月
４
日
㈰
〜
20
日
㈷

　
　
　
　

10
時
〜
17
時

展
示
内
容
▼
明
治
初
期
（
１
８
７
０
年
）
か

ら
明
治
22
年
（
１
８
８
９
年
）
ま
で
の
和
木

及
び
近
隣
地
域
の
行
政
や
社
会
生
活
な
ど
、

近
代
化
が
急
激
に
進
む
当
時
の
様
子
が
分
か

る
古
文
書
を
多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
展
示
も
入
場
料
は
無
料
で
す
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会（

☎
53
ー
３
１
２
３
）

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
参
加
者
募
集

和
木
美
術
館
情
報

第
23
回
新
春
舞
ぞ
め
会
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　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
※平成２３年度保険料で計算
●口座振替による・・・
①早割り　　　　保険料を当月末の口座振替にする
　　　　　　　　月 ５々０円（年間６００円）のお得！ 
②半年分前納　　前期：４月～９月の半年分を４月末日の引落しにする
　　　　　　　　　　　（２月末までに申込みをしてください。）
　　　　　　　　後期：１０月～翌３月の半年分を１０月末日の引落しにする
　　　　　　　　　　　（８月末までに申込みをしてください。）
　　　　　　　　６ヵ月分が、１，０２０円のお得！（現金納付の場合は、７３０円のお得！）
③１年前納　　　４月～翌３月の１年分を４月末日の引落しにする
　　　　　　　　（２月末までに申込みをしてください。）
　　　　　　　　１２ヵ月分が、３，７８０円のお得！（現金納付の場合は、３，２００円のお得！）

　引落しを希望される金融機関の通帳、お届け印、年金手帳をご持参のうえ、保健福祉課窓口、または岩国
年金事務所へお越しください。

高額な外来診療を受ける方へ
　平成２４年４月１日から、限度額適用認定証等を
提示すれば、外来診療でも限度額までの支払いで済
みます。

※認定証は、入院される場合もご利用いただけます。
　事前に申請が必要ですので、保健福祉課へお越し
ください。

学生の被保険者証について
　国民健康保険は、和木町に住民票のある方が対象
ですので、転出した場合には資格を失います。ただし、
学生の場合は特例として引き続き元の世帯にいるもの
として、和木町の被保険者になります。
　この場合、学生用の被保険者証を発行いたします
ので、保健福祉課で手続きをお願いします。
条　　件　修学中であり、転出して町外に住所を移

している方（見込みの場合も含む）
必要な物　在学証明書や学生証の写し、または合格

通知等、被保険者証、印かん

問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）
　　　　岩国年金事務所（☎２４－２２２２）

問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）

国保被保険者の方へ

70歳
未満の方 非課税世帯

課税世帯 限度額適用認定証

課税世帯

非課税世帯

限度額適用・標準負担額減額
認定証
必要ありません。（高齢受給
者証のみ）
限度額適用・標準負担額減額
認定証

70歳
以上の方

　

日
常
の
災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、
大
地
震
な
ど
の

大
災
害
時
に
は
、
消
防
団
の
果
た
す
役
割
は
特
に

大
き
く
、
地
域
防
災
の
中
核
と
し
て
そ
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
住
民
の
皆
さ
ん
を
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
若
い
皆
さ
ん
の

消
防
団
へ
の
参
加
が
不
可
欠
で
す
。
あ
な
た
も
消

防
団
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

地
域
を
愛
す
る
多
く
の
方
々
の
、
消
防
団
へ
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
団
の
条
件
▼

◎
和
木
町
に
居
住
し
、
年
齢
が
18
歳
以
上
の
方

（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。）

◎
心
身
と
も
に
健
康
な
方

消
防
団
員
の
処
遇
▼

◎
年
間
一
定
額
の
報
酬
が
支
給
さ
れ
る
と
と
も

に
、
災
害
や
訓
練
等
に
出
動
し
た
場
合
に
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
５
年
以
上
勤
務
し
退
団
し

た
場
合
に
は
退
職
報
奨
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
公
務
災
害
補
償
（
消
防
団
活
動
中
、
負
傷
に

あ
っ
た
場
合
の
補
償
制
度
が
あ
り
ま
す
。）

◎
被
服
の
貸
与
（
消
防
団
活
動
に
必
要
な
制
服
な

ど
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。）

◎
表
彰
制
度
（
職
務
に
あ
た
っ
て
功
労
、
功
績
が

あ
っ
た
場
合
は
表
彰
さ
れ
ま
す
。）

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課　

消
防
係

（
☎
52
ー
２
１
３
６　

内
線
３
０
７
）



和

木

短

歌

会

寄
付
・
寄
贈

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

片
原　

忠
雄
さ
ん
（
大
竹
市
）

高
津
ツ
ネ
コ
さ
ん
（
和
木
地
区
）

村
上　

剛
治
さ
ん
（
和
木
地
区
）

河
内
由
美
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
見
舞
い
返
し

河
上
　
達
夫
さ
ん
（
関
ヶ
浜
地
区
）

●
お
祝
い
返
し

森
本
　
初
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

松
田
　
茂
男
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

広
沢　

久
道
さ
ん
（
和
木
地
区
）

高
橋　

英
明
さ
ん
（
呉
市
）

和
木
町
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会
様

和
木
俳
句
教
室
句
会

断
捨
離
を
せ
む
と
て
出
し
ぬ
カ
セ
ッ
ト
の

　

若
き
亡
夫
の
声
し
ば
し
聞
き
ゐ
る

赤
々
と
朝
日
が
昇
る
今
を
生
く

　

希
望
に
向
い
ま
っ
す
ぐ
進
ま
む

秋
陽
射
す
土
手
に
座
り
し
男
の
子
二
人

　

食
パ
ン
ち
ぎ
り
釣
り
ザ
オ
投
げ
を
り　

坪
庭
に
ふ
ん
せ
し
猫
は
振
り
返
り

　

振
り
返
り
つ
つ
ゆ
っ
く
り
と
逃
ぐ

恩
師
と
の
別
れ
の
と
き
が
や
っ
て
き
て

　

友
ら
と
歌
う
「
仰
げ
ば
尊
し
」

初
詣
き
ざ
は
し
孫
に
手
を
ひ
か
れ

さ
し
か
け
し
蛇
の
目
傘
や
寒
牡
丹

綿
虫
の
木
立
に
群
る
る
神
の
庭

く
る
く
る
と
ガ
ラ
ス
細
工
や
落
ち
椿

初
夢
や
わ
れ
七
回
の
辰
の
と
し

沈
み
ゆ
く
稜
線
残
し
山
眠
る

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

損
ま
た
は
破
裂
し
、
高
温
の
内
容
物
が

漏
れ
出
し
た
り
、
飛
び
散
っ
た
り
し
て

火
傷
を
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
温
め

ボ
タ
ン
な
ど
電
子
レ
ン
ジ
の
自
動
モ
ー

ド
（
オ
ー
ト
加
熱
）
を
使
用
す
る
と
過

剰
加
熱
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

自
動
モ
ー
ド
で
は
加
熱
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
長
期
間
の
使
用
に
よ
り
袋
や

ケ
ー
ス
の
強
度
が
低
下
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
袋
や
ケ
ー
ス
の
弾
力
性
が

低
下
し
た
り
、
亀
裂
や
変
形
な
ど
が
見

ら
れ
た
場
合
に
は
す
ぐ
に
使
用
を
中
止

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
内
容
物
が
漏
れ
出
す
以
外
に

も
、
本
体
自
体
が
高
温
に
な
り
火
傷
し

た
事
例
や
、
就
寝
中
な
ど
長
時
間
に
わ

た
っ
て
皮
膚
の
同
じ
箇
所
に
湯
た
ん
ぽ

が
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
低
温
火
傷
を

起
こ
し
た
事
例
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
取

扱
説
明
書
や
注
意
表
示
を
よ
く
読
み
、

安
全
な
使
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
特

に
、
お
子
さ
ま
や
身
体
の
不
自
由
な
方

な
ど
が
ご
使
用
に
な
る
場
合
に
は
、
ま

わ
り
の
方
が
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

【
相
　
談
】

　

子
ど
も
が
、
電
子
レ
ン
ジ
加
熱
式
湯

た
ん
ぽ
を
使
用
す
る
た
め
、
電
子
レ
ン

ジ
で
加
熱
し
た
と
こ
ろ
、
内
容
物
が
漏

れ
、
手
の
甲
に
火
傷
を
負
っ
た
。
製
品

の
安
全
性
な
ど
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
し
、
内
部
の
保

湿
材
に
蓄
熱
さ
せ
る
電
子
レ
ン
ジ
加
熱

式
湯
た
ん
ぽ
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

取
扱
説
明
書
に
あ
る
レ
ン
ジ
出
力
や

加
熱
時
間
を
守
ら
ず
過
剰
に
加
熱
し
た

り
、
本
体
が
温
か
い
う
ち
に
再
加
熱
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
袋
や
ケ
ー
ス
が
破

今月の納税

町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。

問合せ ▼税務課（

４期分
２月分
８期分
８期分
８期分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

固定資産税
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 80

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

久
保
千
枝
子
（
☎
53
ー
２
７
３
８
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

（
1
月
句
会
）

大
野　

千
尋

森
本　

初
子

向
田
登
美
子

広
宇
次
信
子

横
川
美
代
子

お
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　年度初めは引越しをされる方が増える時期です。粗大ごみは、月１回の収集ですので、出せるものは早めに
出すようにしましょう。また、和木町クリーンセンターへの「直接個人搬入」は、役場窓口が開いている日に
しか搬入できませんので、お間違いのないようにお願いいたします。
●粗大ごみ個別収集の受付時間　役場開庁日の８時３０分から１７時１５分まで（収集日の前日は、１６時まで）
●直接個人搬入の受付時間　　　役場開庁日の８時３０分から１６時まで
※燃えるごみ、プラスチック類、新聞・雑誌、ダンボールは持ち込みできません。
　指定の手数料をお支払いいただきますと、許可証をお渡ししますので「和木町クリーンセンター」へ持って
行っていただきます。
　詳しくは、「和木町家庭ごみ収集カレンダー」でご確認ください。

問合せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）

　１月７日、商工会青年部（永島映二部長）が、役場前花壇に
約５００苗のパンジーを植えました。新成人を祝福しようと企画
したもので、黄色、紫色、白色など色とりどりのパンジーが花
壇一面に咲き、通行する方々の目を楽しませています。今後も、
季節ごとにきれいな花を咲かせていく予定です。商工会青年部
の皆さん、町の環境美化活動にご協力いただき、ありがとうご
ざいます。
※公共施設の花壇に植えている花を持ち去らないでください。
ご協力をお願いいたします。

【
貸
付
要
件
】

●
高
校
生
・
大
学
生
（
短
大
生
含
む
）・

大
学
院
生
・
高
等
専
門
学
校
生
・
専
修

学
校
生

●
学
業
優
秀
な
方

●
本
町
に
２
年
以
上
住
ん
で
い
る
方

●
学
資
の
支
出
が
困
難
な
方

【
貸
付
金
額
】

※

い
ず
れ
も
１
名
当
た
り
の
月
額

●
大
学
（
短
大
）
生
・
大
学
院
生

国
公
立　
　

３
５
，
０
０
０
円
以
内

私
立　
　
　

４
２
，
０
０
０
円
以
内

●
高
校
生

国
公
立　
　

１
３
，
０
０
０
円
以
内

私
立　
　
　

２
０
，
０
０
０
円
以
内

●
高
等
専
門
学
校

国
公
私
立　

２
０
，
０
０
０
円
以
内

●
専
修
学
校

専
門
課
程　

３
５
，
０
０
０
円
以
内

高
等
課
程　

１
３
，
０
０
０
円
以
内

【
提
出
書
類
】

●
奨
学
金
貸
付
申
請
書　
　

●
成
績
証
明
書
（
出
席
日
数
を
記
入
）

●
在
学
証
明
書　
　
　
　
　

●
学
校
長
の
推
薦
調
書（
左
表
の
と
お
り
）

【
貸
付
の
可
否
に
つ
い
て
】

　

申
請
書
類
を
審
査
し
、
６
月
下
旬
頃
に

決
定
し
ま
す
。貸
付
が
決
定
さ
れ
た
方
は
、

誓
約
書
お
よ
び
左
記
の
証
明
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
限
ま
で
に
書
類

の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
辞
退
し
た
も
の

と
見
な
し
ま
す
。

●
奨
学
生
の
決
定
を
受
け
た
方
と
保
護
者

（
連
帯
保
証
人
）・
・
・
印
鑑
登
録
証
明
書

●
連
帯
保
証
人
・
・
・
印
鑑
登
録
証
明
書
、

所
得
証
明
書
、
納
税
証
明
書

※
連
帯
保
証
人
は
、
本
町
に
２
年
以
上
居

住
し
、
独
立
の
生
計
を
営
む
方
で
、
町

民
税
ま
た
は
固
定
資
産
税
を
納
付
し
た

方
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ご
本
人
（
奨
学
生
）
名
義
の
口
座
振
替

申
出
書

【
貸
付
に
つ
い
て
】

　

毎
月
５
日
（
金
融
機
関
休
業
日
の
場
合

は
前
営
業
日
）
に
指
定
口
座
に
入
金
し
ま

す
。
な
お
、
初
回
は
貸
付
決
定
後
に
４
月

分
か
ら
、さ
か
の
ぼ
っ
て
振
り
込
み
ま
す
。

【
返
済
期
間
】

　

各
学
校
を
卒
業
し
て
１
年
後
か
ら
返
済

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
返
済
期
間
は

在
学
さ
れ
た
期
間
の
２
倍
以
内
と
し
ま

す
。

◆
提
出
期
限　
５
月
16
日
㈬
必
着

【
提
出
先
・
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
事
務
局
（
文
化
会
館
１
階
）

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

高校・高等専門
学校１年生 出身中学校長

高校・高等専門
学校２年生以上

在学高校・高等専
門学校長

専修学校１年生 出身中学校・高等
学校長

専修学校２年生
以上 在学専修学校長

大学（短大）１年
生 出身高等学校長

大学２年生以上 在学大学（校）長

推薦調書の
発行者学　年 和

木
町
奨
学
生
を
３
月
１
日
か
ら
募
集
し
ま
す

16



男　3,294人
（－8）

女　3,298人
（±0）

平成24年1月1日現在
総人口　6,592人

世帯数　2,770世帯

和木町の面積　10.56km

（－8）

（－7）

2 5
16

62
89

132
187
186
198

194

214

198
191

135
145
159

177
184

241

146

206
233

4
16

52
91

120
166
165

254
255

171

213
242
223
227
223

190
199

175
162

144

　

街
で
、
活
動
さ
れ
て
い
る
女
性
芸
術
家
の
皆

さ
ん
、
作
品
を
展
示
し
、
即
売
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

日　

時
▼
３
月
30
日
㈮
・
31
日
㈯　

10
時
〜
16
時

場　

所
▼
和
木
美
術
館

※

申
込
み
に
つ
い
て
は
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
商
工
会（

☎
53
ー
２
０
６
６
）

採
用
期
間
▼
平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成
25
年

３
月
31
日

※

延
長
の
場
合
あ
り

採
用
条
件
▼

●
町
内
在
住
で
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
の
あ
る
方

●
パ
ソ
コ
ン
に
堪
能
で
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル

が
十
分
に
活
用
で
き
る
方

勤
務
日
▼
土
日
休
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日

勤
務
時
間
▼
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※

残
業
、
休
日
出
勤
の
場
合
あ
り

賃　
　

金
▼
５
，６
０
０
円
／
日

応
募
方
法
▼
履
歴
書
を
体
育
セ
ン
タ
ー
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
▼
２
月
１
日
㈬
〜
15
日
㈬

採
用
決
定
方
法
▼
面
接
他

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
ー
２
８
１
１
）

は
ん
ど
め
い
ど
イ
ベ
ン
ト

は
ん
ど
め
い
ど
イ
ベ
ン
ト

〜
f
r
o
m
フ
ェ
ス
タ
〜

趣
味『
も
の
づ
く
り
』を
事
業
と
し
て

成
功
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か

参
加
者
募
集
！

和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

所得税の確定申告、町県民税の申告の受付がはじまります。
申告期限が近づくと大変混雑しますので、申告はお早めに。

２月１６日（木）～３月１５日（木）　８時３０分～１７時１５分
税務課（役場１階）

※還付の申告は２月1日（水）から受け付けます。

印かん、源泉徴収票、事業・不動産所得などがあった場合は収支内訳書、生命保険料・
地震保険料支払証明書、社会保険料支払証明書、医療費控除を受ける場合は支払った医
療費の領収書、配偶者控除等を受ける場合は配偶者の所得金額が分かるもの、本人名義
の口座番号が分かるもの　など

【申告に必要なもの】【申告に必要なもの】

申告期間
申告場所


	hyoshi
	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	ura

